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Abstract  
This is a quick report of our collaborative research project on the online campus life 
at virtual universities, supported by the 2019 collaborative research funding from 
Tokyo Online University (TOU). The goal of the research project was first to 
understand the current status of the online campus at TOU, then to present a 
proposal for online communicative tools, interfaces and platforms to improve the 
online campus life at TOU for students and faculty.  We conducted a questionnaire 
and interview survey, and data analyses of the intra-SNS service at TOU. The 
results indicate that students are feeling strong solitude and anxiety, and looking for 
community and connections with other students. However, at the same time, they 
are reluctant to join the intra-SNS service because of a phenomenon we decided to 
call a “negative chains” problem. Thus, they are in the clutch of a dilemma between 
two opposing emotions. Based on our research results, we are making a few 
proposals for improving  the interface of the TOU campus homepage and new 
mechanisms for online campus communication. We believe our research results 
would benefit other online-only universities.  







育についての文献でも言及されていることであるが(Croft ほか, 2010)、想像に難くない。 
 東京通信大学においても、学生生活が感じられないとの学生からの強い要望に応え、2018
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2.オンラインキャンパスでのアンケートとインタビュー調査 
2.1.調査の目的と方法 
SNS の普及は、2004 年 4 月に mixi がサービスを開始し、数年で数百万人が利用するサ
ービスへと成長してから，日本でも SNS は急速に拡大を続けてきた。２００８年にマイク
ロブログの先駆けである Twitter が日本でのサービスを開始，同年には Facebook も日本
でのサービスを開始した。近年，写真を中心とした SNS として人気がある Instagram は
2010 年に，東日本大震災をきっかけに開発された LINE は 2011 年に，それぞれサービス
を開始した(青山ほか, 2018)。 

























































• アンケート調査結果の報告 （榎本、川嶋） 
• インタビュー調査結果の報告（今橋、藤田） 






行なっている(Oda ほか, 2020; 小田ほか, 2020b)。 
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    ※インタビュー調査の内容は、このアンケート内容に準拠したものです。 

















































  うな時に孤独感を感じますか 
６．全員の人にお聞きします。本学におい
てオンラインで学ぶにあたって、 
  どのようなことが不安に感じますか 
７．SNS（ソーシャルネットワークサービス）は利用していますか 
８．どのようなサービスを利用していますか 
９．本学内の SNS である Yammer は知っていますか   
10．いつ Yammer を知りましたか。 
11．どこで Yammer を知りましたか 
12．Yammer に参加した理由はなんですか（複数回答可） 
13．Yammer に参加した理由はなんですか（複数回答可） 
14．Yammer の利用頻度はどのくらいですか  
15．登録しているグループ数はどのくらいですか 
Figure 1：アンケート画面 
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ンタビュー調査を行った。インタビュー調査は、2019 年 10 月から 11 月に実施したアンケ
ート調査に回答した学生のうち、インタビュー調査を希望した学生 12 名（情報マネジメン







1 回あたり 30 分から 1 時間 30 分の時間を要して実施した。 
 
アンケート調査及びインタビュー調査の分析方法 
























































て何らかの不満をの持っていた。また、利用頻度も月 3 日以下が大半であり(Figure 5)、学













Figure 5：「学内 SNS の利用頻度」 
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3.2.5 Yammer は使いにくい 
• ログインが面倒 
• 面識のない人に自分の氏名や身分が分かってしまう 
• 他の SNS より劣っている 
• 役立つ情報が少ない（頭にくる、わからないなどはあるが...） 
• 使っている人が少ないのでつながれないのであまり使っていない 





























 Yammer は投稿しにくい 
♦ 参加方法がわからない 
♦ 長文の投稿が多く、発言しにくい 
♦ 特定の人が発言することが目立つ  
♦ 最初は盛り上がるが廃れていく 






























3.2.4 SNS の評価 
 SNS の利用には利点がある 
 情報を得るにはよいが発信はしない 
 学ぶモチベーションが維持できる 
 SNS にはわずらわしいことがあるので使いにくい 
• 文字のみの表現に限界がある（文字起こしに時間がかかる、文字制限があ
り議論が深まらない） 
• SNS は不要な情報も入ってくる 
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Figure 10 には 50 件以上投稿をした 44 人の人のグラフが挙げてあるが、ここからその傾
向は明らかであろう。個々のグループを見てもこの傾向は変わらない。 
 





 特に興味深いのは、月毎に時系列に並べてみた結果である。2018 年 7 月が学内公開され
た月であるが、この月には３,000 件を超える書き込みがあったのであるが、その次の月に
は 1,000 件を割り込んでおり、それを下回る水準で推移するようになる。次に投稿が増えて



























4. Yammer データ分析 
 TOU の学内 SNS である Yammer は、2018 年 7 月に学内で公開されたが、今回その準
備段階であった 2018 年 2 月から 2019 年 10 月末までのデータを匿名化処理を行った上で
提供を受け、分析を行った。基本的な結果を概観しておくことにしたい。 
 約 15,000 件の投稿データがあったが、投稿者数としては 689 人であった。その中には
1 人で 500 件以上の大量の投稿をするような人々がいるが、それに続く人々は急速に投稿
の数が減少する。突出している人々とその他の人々の間に大きな差があることがわかる。   
Figure 9：「学生の持つジレンマ」 
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 孤独、不安への対応  ――＞提案１ 
 仲間、コミュニティ  ――＞提案２ 
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１）ディプロマ・ミル diploma mill（学位商法）をしないこと 
２）単なるオンライン教育をしないこと（大学教育の提供を行なうこと） 
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